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5 チヤンネルスピーカ…システム 

AM-6 


この度は AM-6 スピーカーシステムをお買い上げ 
いただき、誠にありがとうございます。本機を 
正しくお使いいただくため、ご使用になる前に 
必ずこの取扱説明書をお読みください。また、必 
要なときにご覧になれるよう保管しておいてく 
ださい。 
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※説明の便宜上、イラストは原型と異なることがあります。 



























あなたが放送や CD 、 テープ、又はビデオディスクや巿販のソフトテープから録音や!ま画したものは、個人として楽しむほかは、 
著作権法上、権利者に無断で使用することはできません。 


注意 


を定格を超える入力を入れた状態作長時間音が歪んだが態で使用しないでください。スピーカーが発熱し、义災の原因 
となることがありまず。 


夢高いところに設置される場合じは、不意な衝擊に対して落下しないよう固定してください。固定しないまま使用しま 
ずと、落下し、けがや事故の原因となりまず。 


錢取が金具をご使用じなる場合は、ご使用になるスピカーに対応しているポーズお:製の金具をご使用<ださい。 
他メーカーの金具や、対瞭外の金具を使用ずるとスピーカーの破損落下のおそれがあります。 


® スピーカーを高いところに設置される場合には、作業が不安をになりまずので作業時のけがや事故には十分ごミま意く 
ださい。 


® ぐ6ついた台の上や傾いたところなど不安定な場所は避けて置いてください。また、設置場所の強度は重みに耐えら 
れるもの(こしてください。落てして、けがや事故の原因となりまず。 


<本製品>をか解したり改造ないでください。破損や义炎の原因となりまず。 

感熱器具のおくや直射日光のあたるところには設置しないでください。そのような場所で使用しまずと、义災の原因となりまず。 

霞この製蟲は、一般屋内用器具でず。落下、脱落、焼損、义傷、义炎、感電、腐食、変形などの原困となりまずので、 1 U 
下の場所ではご使巧(こならないでください。 

-振動や衝擊の影響を受けるところ 
-腐食性ガスか可燃性ガス、微じんの影響を受けるところ 
-サウナ風呂などの漏度が高くなるところ 
，湿度の高いところ 


h ンンナーやベンジンなどの揮発性の薬品ホクレンザーなどは、変をが傷をがける原因となりますので使用しないで 
ください。 


@スピ…力ーコードを人が通るところなど引っ掛かりやずい場所に這わせないでください。つまずいて範倒したり、ス 
ピーカーが落下し、けがや事故の原因とな U ます。 


感スピーカー コー ドを熱器具の近く皆直射日光のあたるところにはぶづけないでください。 コー ドの被覆げ避けて、义 
焚の原因とな U まず。 


@スピーカーコードの上に重いものをのせたり、コードが製品の下敷きにならないようにしてください。また、壁や棚 
などの間にはさみ化んだりしないでください。スピ""力ーコードを傷つけて义災の原因となりまず。 

@スピーカー内部に金属片異物などを落とさないでください。シヨートザ発熱などを起こし、义烫の原因となりまず。 


絵表示じついて 

, 「安全上の留意項目」は、製 a を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を 

: こお止ずるため、いろいろな給表示をしていまず。巧容をよく理解してか6本文をお読みください。 


A 苗女:パ- この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死亡:または重傷を負う巧能 

!\ 胃にコ 性が想定される内容を示しまず。 

A vs . ^ この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損傷を負う可能性が想定さ 

/ i / 琶、 れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しまず。 

么記号は警毎-を意を促ず内容があることを告げるものです。 

® ( S ) 記号は禁止の巧為であることを告げるものでず。（左図の場合は分解禁止を意巧します) 


么記号は警毎-を意を促ず内容があることを告げるものです。 


I 記号は行為を強制したり指示ずる内容を告げるものです。 





の^^^!晒 
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特 ，.看.,; 

•あらゆる AV アンプと維み含わせできる 
5チャンネルスピ~カーシステム 

ドルビー•プ□□ジック、ドルビー • デジタル•サラウンド 
AC - 3ちま、 dts 方式を含むあらゆるサラウンド方式に対 
応ずるスピーカーシステムとして開発されました。 

《 Dobly やドルビー、日日の記号はドルビー•ラボラトリーズ•ライセ 
ンシング • コーポレーシヨ ンの登録商標です。 

《 dts はデジタルシアターシステムズ社の登録商標です。 


•新關発3ユニット4チャンバーのア クース 
テイマス•ベースモジュールとベースパワ 
~サミング技術 




音楽再生性能を損なうことな < あらゆる音源の再生を行 
うために、電気的な低域の合成を極力排除し、また、多 
数のウーファーを使用ずる低音の干渉の悪影響を無くず 
るために、フ□ント用低域再生用ウーファーとサラウン 
ド用低域再生用ウーファーを1本のアクースティマス • 
ベースモジュールに受け持たせることに成功しました。 
その結果スピーカー間の相互の位相干渉を解消ずるとと 
もに、ウーファーとしては非常に小さいサイズでありな 
がら、映画などのソフト特有の費かで迫力ある低音を再 
生します。この新しいアクーステイマス•ベースモジュ 
—ルは、3本のウーファーユニットと4つの部屋をもち、 
電気的な手法は使わず音響的に低音を合成していまず。 



このスピカシステムは、5チヤンネル分の入力がありまず。通常のステレオアンプでは、このシステムの本来の性能 
が発揮されませんので、5チヤンネルの出力端子を装備している AV アンプなどと組み合わせてご使用ください。 


開徊時のご運意 






♦が属品を確認してください參 

もし、開栖時に損傷などが発見された場合や内容物が不 
足しているときは、そのままの状態を保ち、ただちにお 
買上になった販売店までご連絡ください。そのままでの 
ご使用はおやめくだ'さい。 


八警告 

® A M - 6のベ^スモジユル部は、約9 kg ありま 
す。移動する際に、腰を痛めたりしないように十か 
を意して持ち上げてください。 

® 窒息する危険がないように、スピーカーを包んで 
いたビニール袋は子供の手の届かない場所に保管 
してください。 


-アクーステイマス•ベースモジュール 



3 










※サテライトスピーカーの防驗について 
サテライトスピーカーは、キャンセリング•マグネット方 
まによる低磁束漏旗型になっていまずのでテレビやモニ 
ターなどに近づけても、画面にをムラなど影響が生じに 
くくなっていますが、まれに画面にをムラなど影響が生 
じる場合がありまず。その場合はテレビやモニターから 
本機を十分離し、テレビの電源を切り、15分か630分の 
間隔をあけてから再度テレビの電源を入れてください。 
テレビの自己消磁磯能によって、正常な画面に戻りまず。 
その後も、画面に影響が生じる場合には、本機をさ61こ 
テレビから離してご使用ください。 


※ベースモジユールの防職じついて 
ベースモジユール内部のスピーカーは、防磁処理が施さ 
れていませんので、テレビやモニターなどに近づけない 
でください。おづけると、画面にをムラなど影響が生じ 
る場合がありまず。その場合はテレビやモニクーから本 
機を十分離し、テレビの電源を切り、15分から30分の間 
隔をあけてから再度テレビの電源を入れてください。テ 
レビの自己消職機能によって、正常な画面に戻ります。 
その後も、画面に影響が生じる場合には、本機をさらに 
テレビか6離してご使用ください。 



この AM -6 スピーカーシステムには、2種類のサテライトスピーカーがあります。 
接続ずるときに十分を意して接締してください。 


雜フ□ント左ち用のサテライトスピーカーは、入力端子の部分が黒をになっていまず。 

雜フ□ント中央用および、サラウンド左ち用のサテライトスピーカーは、入力端子の部分がの色になっています。 



キャビネットの巧れを落とす場合 

雜ミちれやホコリは、柔らかい布でか6拭きしてくだ'さい。 

から拭きをずる場合は、傷をがけないようにご注意ください。 


•汚れがひどいときには、中性洗剤を薄めた水にやわ6かい布を浸し、堅く紋ってがきとってから、やわらかい布でか 
6拭きしてください。 


® アルコ…ル、シンナ ー 、ベンジンなどの薬品はキャビネットの表面をいためまずので、ご使用にな6ないでください。 
また、スプレー式の殺虫剤や消莫剤、芳蓄剤などもかからないようにごを意ください。 





システムの設置位置を選ぶ 
♦ AM -6 スピーカーシステムの 設置に ついて命 


變画面の動作や会話は中央のスピーカーが中んとなって 
処理しまず。センタースピーカーから化るサウンドは 
画面の中から化てくるようなるべく画面に近い中ム線 
上に設置ずることをおずずめしまず。 

•部屋のどこに座っていても自然に闇こえる画面よりに 
い範囲のサウンド’イメージは正面の左側とち側スピ 
一力一で演化しまず0 

雜サラウンド•スピーカーは、見ている人の映像イメー 
ジを広げる細かなサウンド^効果音を再生し、見てい 
る人に蟲場感を与えまず。直接後ろからではなく兩側 
からサウンドが耳に届くような位置にサラウンド•ス 


ピーカーを置くといいでしょう。 

@フ□ントスピーカー、サラウンド•スピーカーとも左ち 
は、ずべてリスナーが画面に向いた状態が基準になり 
まず。 

@サテライトスピーカーはずベて低磁束漏洩タイプでず 
から、 テレビやモニターなどの画面のおくに置いても、 
画面への影響は非常に起きにくくなっていまず。 

@ベース’モジュールは防磁の処理はしていませんので、 
画面から約 60 cmJ ： i 上離して設置することをおすず 
めしまず。また、音響的には、部屋の前方（画面側）に 
設置したほうが良い結果が得られまず。 



これ6の設置例は、あくまでも推奨設置例ですので、必ず W 下のように設置しなければならないというものではあり 
ません。 

部屋のがミ兄や、お客さまの好みに合わせていろいろなセッティングをおためしください。 



聲スピーカーの設置例參 
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♦フ□ント左側とフ□ントち側のサテライトスピ"""力-" ♦ 

入力端子部分が黒いサテライトスピーカー2本を使用しまず。 


-画面の両脇にスピーカーどうしが約 2 m 〜 5 m 離 
れるように設置します。 

•音像と映像のバランスを取るために、画面中央 
と一直線上にフ□ント•スピー~力一を置くこと 
をおずずめしまず。 

画面の上端の高さに置くこともできます。 



參フ□ント中央（センタ~)のサテライトスピ—力-命 

正面センター•スピーカーには、入力端子部分が灰をのサテライトスピーカーを1本選んでください。 


’中央のサテライトスピーカーをテレビの上また 
は下に置きまず。下に置く場合はサテライトス 
ピーカーに直接テレビの重量がかからないよ 
うにしてください。 

• センター•スピーカーを画面の上下にできるだ 
け画面におい位置に置くと、会話が画面上から 
聞こえやす < な LJ ます。 



A を意 

テレビの上にセンター•スピーカーを配置する場合、をを性を良くするために 
センタースピーカー用ゴム足（小）を使用してください。 


S !! ! 


を！を！ 

占も 


♦サラウンド用サテライトスピーカー參 


入力端子部分がのをの残りの2本のスピーカーを使用しまず。サラウンドの音声は、座席の直接後ろ側からでなく、 


壁の反射などを使って兩側から届くよう設置することをおずずめしまず。 


• ホーム • シアクーの座席の横か真後ろに、スピ 
一力一どうしをできるだけ離なれた位置に置 
きます。 


-これ6のスピーカーを座席の真後ろに置きたい 
場合は、耳に直接音声が来ないように、高い位 
置に置<か、リスナーに向けないようじします。 
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♦アク"""スティマス•ベ"™スモジュールの設置參 

部屋の中ではベースモジュールをテレビと同じ側に置くようおずずめします。その際、テレビ画面に磁気の影響 
が化なくなるまで離します（ベースモジュールをテレビから 60 cm じ(上離すことをおずずめします)。 


• ベースモジュールを家具の後ろや下に隠 
すことはできまずが、開□部を塞がない 
ようにしてください。開□部と他の面と 
の間が最低日 cm 以上離れるよう確保し 
てください。 

•開□部を壁の方へ向けると、低音の量が 
増しまず。また、壁と反対を向<場合は、 
低音の量が減かしまず。 

-ベースモジュールはなてたり横にするこ 
とができまず。 

■ ベースモジュールの置き場所をみめた6、 
が属のベースモジュール用ゴム足（大） 
を底面に取りがけ、安定させまず。 

• ケーブル接続側を下にして立てる場合 
は、カバーを外しまず。ベ--スモジュー 
ル用ゴム足(大)を底面に巧りがけ、安定 
させまず。特にベースモジュールの接続 
側を下にして立てるときには、このゴム 
の足がケーブル接続部分を保護しまずの 
で、必ず取りがける必要があります。 




接続が簡単に行えるように専用のコネクター•がついたスピーカーケーブルを付属していまず。フ□ント側用のケーブ 
ル、サラウンド側のケーブル、 AV アンプとの接続のためのケーブルそれぞれをまとめてリボン状にしてありまず。こ 
のリボン状のケーブルは、必要に応じて裂くことができます。 

ケーブルの分離のしかた 


それダれのスピーカ^ケーブルには、色のついた専巧 RCA コネクターが 
付いていまず。コネクターの色はサテライトスピーカーのコネクター部分 
の色と一致し、さらにケ…ブルのコネクター部かには、し R 、 C 、 LS、RS 
と表記されています。また、コネクターには、違う色の端子に差し込めない 
ように縦型あるいは、横型のピンが入るようにくぼみがありまず。 



フロント左ちのスピ"••カー用 フロント中央およびサラウンド•スピーカー用 

黒をコネクターのくぼみ 灰をコネクターのくぼみ 




Lch 用 Cch 用 Rch 用 



LSch 用 RSch 用 
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圍誦篮 


-'が：；.’:.'. 

•.•..:V..::;v;‘;V ぶ '.:-. 


丄のマークのある黒をのコネクターは、フ□ント左サテライトスピーカーに接続しまず。 

• C の マー クのあるのをのコネクターは、フロント中央サテライトスピーカーに接続します。 

• R のマークのある黒をのコネクターは、フ□ントちサテライトスピーカーに接続しまず。 

丄 S のマークのある灰色のコネクターは、左側のサウンド•サテライトスピーカーに接続しまず。 

• RS のマークのある灰をのコネクターは、ち側のサウンド•サテライトスピーカースピーカーに接続しまず。 


# を章イ寸属のケーブルを延長するのにオーディオ用 RCA ピンケーブルを使用しないでください。 

"" 音質的におすすめできません。 

注音接続を行う前に、 AV アンプの出力端子と、サテライトスピーカーを接続しないでください。 

• 'し スピーカーは/必、ずべースモジュールへ接続し、ベースモジュールから AV アンプに接続してくださし、0 



付属のスピーカーケーブルが使用できない場合や長さが合わない場合は、ケーブルアダプター 「 AC - 1」1セ 
、ソト5個入りで1000円（税込み）を用意しておりまずに mm 2 までのケーブルが使えます）。 AC - 1は販売店では 
おっておりません。ご希望の場合は下記要領にしたがって直接ポーズ株式会社までお申し込みください。 



お申し込みは封書でおねがいします。 

その際必ず、お客様の郵便番号、住所、氏名、電話番号、セット 
数を明記の上、欲しいセ、ソト数に1000円を掛けた金額分の郵優 
切手を同封してお申し込みください。 


申し化み送り先 
干 150-0044 

東京都渋谷区円山巧 28- 3渋谷 YT ビル 

ボーブ株式会社品質管理部 「 AC - 1」申し&み係 
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♦中央（センター)および正面（フ□ント）左ちのスピ- ~ 力"™■との接続參 

6m3 対の前側スピーカー出カケーブルを使用して、ベースモジュールと中央および正®スピーカーとを接編しまず。 

専用 RCA コネクターを確実にを端子に差し么んでください。 

1にの マー クがあるの色の コネクター を中央のスピーカーの灰色の端子に差し込みます。 

2•しの マー クのある黒色の コネクターを 左正面の スピーカー （画面に向かって左側） の 黒色の端子に差し込み、 R の マ 
ークが ある黒をの コネクターをち 正面の スピーカーの 黒をの端子に差し込みまず。 

3,ベースモジュールのコネクタ…が)欠の a 〜 C のとおり間違いなくそれぞれの OUT PUT (出力端子）にしっかりと 
差し込まれていることを確認してください。 

a •黒色の L コネククーがベースモジュールの L 端子に差し込まれている。 
b •灰をの C コネクターがベースモジュールの C 端子に差し込まれている。 

C •黒色の R コネクターがべースモジュールの R 端寻■に差し込まれている。 

♦ベ…スモジュールとサラウンド•スピーカ…を接続します參 

灰をの専用 RCA コネクターのがいた 15m の後側スピーカ…化カケーブルを使用して、ベースモジュールとサラウン 
ド•スピーカーとを接続しまず。 

1. LS のマークのがいた映をのコネクターを左側（画面に向かって左側）のサラウンド•スピーカーのの色の端子に端 

すに差し込みまず。 。 

2. RS のマークのがいた灰色のコネクターをち側のサラウンド•スピーカーの灰をの端子に差し込みまず。 

3. ベ…スモジュ""ルの灰色のコネクタ™がスピーカーへの OUT PUT (化力端す） LS および RS にしっかりと差し込 
まれていることを確認します。 

♦ベースモジュールと A Vアンプを接続します參 

5対の入カスピーカーケーブル 6m を使用して、ベースモジュールをご使用の AV アンプへ接続しまず。 

1•スピーカ…ケーブルのラベルと AV アンプのスピーカー化力端ぞとを合わせて接続しまず。そのとき、スピーカーケ 
ーブルの極性とアンプの出力端子の極性を間違えないように十分気をつけてください。極性を間違えると、低音が 
ほとんどでなくなる場合があります。スピーカーケーブルの極性は、ケーブルに書かれている文字を見るか、赤い 
スリーブががいているほうが©になりまず。 

a. L のスピーカーケーブルを AV アンプのフ□ント 
(メイン） L チャンネルスピーカ™化力端子へ接続 
します。 

b. C のスピーカーケーブルを AV アンプの中央（セ 
ンター)スピーカーの化力端子へ接続します。 

C . R のスピーカーケーブルを AV アンプのフ□ント 
(メイン） R チャンネルスピ■"カー化力端子へ接続 
しまず。 

d. LS のスピーカーケ…ブルを AV アンプのサラウ 
ンド(後側） L チャンネルスピーカー化力端すへ接 
続します。 

e. RS のスピーカーケーブルを AV アンプのちサラ 
ウンド(後側） R チャンネルスピーカーあ力端子へ 
接続しまず。 

2•ベースモジュールの乂カジャ、ソクに、専巧の RCA コ 
ネクター全部がしっかりと挿入されていることを確 
認しまず。黒色のコネクターを L と R のジャックへ接 
続します。灰色のコネクターを C、LS、RS ジャッ 
クへ接続します。 
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♦接続の確認をします ♦ 

雜 AV アンプ、アクーステイマスべースモジュール、サテライトスピーカーの接続全部をもう一度確認してください。 
部屋のスピーカ^の配置に従い、スピーカーケーブルのコネクターがずベて適切な端子に接続されていることを確 
認しまず。黒をの入力端子ががいた2個のサテライトスピーカーが正面左ちのスピーカーとして接続されているこ 
とも確認してください。 

磐 AV アンプと接続しているケーブルの極性(任)、©)に間違いがないかを確認してください。 

么;王意 AV アンプが破損する可能性がありますから、ケーブルのシヨートには、十分ごを意ください。 


AV アンプを使用ずるとをの注意 


♦イ氏音および高音の調節 ♦ 

ご使用になる部屋の特性によって高音と低音の調節をずる必要がありまず。たとえば、布製の家具や床全体に敷き詰 
めた力ーペットあるいは厚いドレープ•カーテンなどがある場合、高音が吸収される可能性があり、スピーカー•シス 
テムの低音が強調されて闇こえる可能性がありまず。また、フ□ーリングや大理石などを使用した床や壁、堅い表面 
の家具の場合は、高域成分が多くなり過ぎる可能性があります。高音と低音の調節が/必要な場合は、スピーカーから 
再生される音を闇きながら、 AV アンプの音質調整機能を使用して調節してください。 


♦センター•スピーカーの音質調整について參 

センター巧サテライトスピーカーとフ□ント左ちサテライトスピ ™ カーは若干異なっていまず。 AV アンプのピンクノ 
イズによるセンタ•スピーカーの音質調整を行うと、音色が違って聞こえますが、これはサテライトスピーカーの故 
障ではありません。センター用サテライトスピーカーの音色は AV アンプのセンター•スピーカー用音質調整機能を利 
用して調節してください。また、ドルビー•プ□ロジックの場合、センター•スピーカーは、セリフの再生が主ですので 
このサテライトスピーカーの音質調整は必要ありません。 


♦AV アンプのサラウンド諸設定をしてください參 

サラウンド再生を行う場合必ず AV アンプの設定を行う必要があります。サラウンド•モードにした後、設定を行いまず。 

令 AV アンプがドルビー•プ□□ジックの場合參 

•サラウンド‘スピ^力一*とフロント’スピ"-カーの音量バランスをとリまず。 

•サラウンド’スピーカ^の遅延時間（ディレータイム）を調整します。 

♦AV アンプがドルビー’デジタル (AC-3) 巧応の場合 ♦ 

• サラウンド•スピーカーとフ□ント•スピーカーの音量バランスをとりまず。 

-サラウンド•スピーカーの遅延時間を調整します。 

• フ□ント•スピーカーとセンター’スピ…力一の音質調節をおこないます。 

•をチャンネルのスピーカーサイズの設定をおこないまず。チャンネルごとのスピーカーの設定は、次ぺ^ジの表 
を参考にして< ださい。 

• サテライトスピーカーはフルレンジのスピーカーとして働きまずので、 「Large (大)」にセ、ソトしまず。 

• フ□ント中央のスピーカーだけは、 「Small (ル)」あるいは、 rNomal (ル)」に設定しまず。 

. サブ ウーファ— はオフ（未使巧）にしまず。 

•LFE (低域効果音）をオンにし、ク□スオーバー周波数が設定できるものは、 200Hz に設定しまず。 

ただし、ご使用の AV アンプのメーカーやモデルによって、調整方法や、調整内容が違いますので、くわしくは、お手 
持ちの AV アンプの取扱説明書をご参照ください。 
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スピーカー 

AV アンプの 設定 

左および右正面（メイン） 
中央(センター) 

左およびちサラウンド 
サブウーファー 

LFE (低域効果音） 

ク□スオーバー周波数 
(設定できるものは） 

Large (大） 

Small (ル） 

Large (大） 

OFF (オフ）（ホ使用） 

ON (オン） 

200 Hz 


《 Dobly やドルビー、日日の記号はドルビー•ラボラトリーズ•ライセンシング•コーポレーシヨンの登録商標です。 
《 dts はデジタルシアターシステムズなの登録商標です。 

圓圓圓画画圓圓圓圓圍 I 


AM-6 スピーカーに間題があれば、一度アンプの電源を切り、 W 下の解み方法を試してみてください。 



解決ち法 

システムがまったく働かない 

•AV アンプを含め、 AV アンプに接続されている音源（ビデオ、 

CD、 チューナ ー） の機器の電源が入っているかを確認する。 

’ AV アンプで適切な音源を選択しているか確認する。 

音が岀ない 

-スピーカーの接続を点檢ずる。 

-各機器の電源が入っているか確認ずる。 

-アンプの音量を上げる 0 

音が歪む 

‘スピーカーのケーブルが破損していないか確認ずる。 

• AV アンプに入力信号のレベル調整機能がある場合は、入カレ 
ベルの調整をする。 

低音が化ない 

• AV アンプのスピーカー出力端子の極性とスピーカーケーブル 
の極性が闇違いないことを確認ずる。 

- AV アンプの各種設定が適切であるか確認ずる。 

低音が少なかったり、大きずぎる 

• ベースモジュールを壁またはコーナーにおづけると低音が大 
きくなり、壁またはコーナーから離ずと低音がルさくなる 
パ、ソフル効果を使って調整ずる。 

• AV アンプの音質調整機能を使って調節ずる。 

サラウンド効果が余リない 

• AV アンプをドルビー•プ□□ジ 、ソ クモードで使用している場を、 
サラウンド’モードになっているかどうか点横ずる。 

-ドルビー•デジクル AC- 3サラウンドの場合は、 AV アンプ設定(各 
種設定および、サラウンド側の音量)が適切であるかどうか、ドル 
ビー•デジタル AC- 3がオンになっているかどうか磕認ずる。また、 

音源(レーザー•ディスク、 DVD) や再生しているソフトがドルビ~デ 
ジタル AC- 3用に対応していることを確認ずる。 


故障の場合のお問い合わせ先 


故障および修理のお問い合わせは、ボーズ株ま会な、修理担当部門までご連絡ください。 

泣03 "5489- 1056 
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AM -6 スピーカー システム 


馨総合 

方 式 

インピーダンス 
定格入力 

が属温 


アクーステイマス 
6 Q 

フロントし R / センター： 50 W ( rms 連締忆 C -268-5) 
サラウンドし R : 50 W ( rms 連続吃 C -268-5) 

ゴム脚：大、ル各4個 

接続ケーブル：入カスピーカ…ケーブル 目 m 

前側スピ-■•カー化カケーブル 6 m 

後側スピーカー化カケーブル1 5 nn 
ベースモジュ…ル端子カバー：1個 
ブラケット用アダプター：目個 


雜 サテライトスピーカー 

ユニ、ソ ト 

低磁束漏洩 
サイズ 
重 量 


5.7 cm ドライバー XI (1 本） 
キャンセリング•マグネ、ソト方式 
78( W ) X 80 ( H ) X 123 の ) mm 
0,49 kg (1 本） 


•アクーステイマス-ベースモジュール 


ユニット 

サイズ 
重 量 


13 cm ドライバー（デュアルボイスコイル） X 2 
443 ( W ) X 355 ( H)X 191 ( D)mm 
9 kg 



Better sound through research© 
ホ:’一灰:'織巧這ネェ 


デ 150-0044 東京都渋を怪円山巧 28-3 渋を YT ビル TEL 03-5489-0955 

礫れ様巧び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 

馨辩な取扱た i がの製品に ついては、 保飄の責任を負いかねますのでご了承願います。 
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